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1．地域貢献活動への取り組み－企業の
活動として、マーケティングとして－
【鈴木】　第 2 部のパネルディスカッショ
ン、「地域づくりに必要な企業とは」をテー
マに始めさせていただきます。
　初めに、パネリストとして新たに参加さ
れる、鍋嶋さん、三輪さんのお二人から実
践報告をいただき、その後ディスカッショ
ンを進めてまいります。
　お一人目は、大橋運輸株式会社 代表取
締役社長の鍋嶋洋行さんです。鍋嶋さんは、
大学卒業後、金融機関で 7年間勤務され、
1998 年 4 月から大橋運輸株式会社に入社
されました。そして同年 11 月、代表取締
役に就任されます。中小企業こそ CSR や
CSV の取り組みが必要と考え、地域活動
を継続されています。また、「企業の付加
価値は人が提供する」との考えから、優秀
な人財を集めるためにダイバーシティの取
り組みを推進されています。「人の差は目
的の差である」と、社員の目的を高めるた
めに試行錯誤中とのことです。では、鍋嶋
さんよりご報告いただきます。よろしくお
願いいたします。
●大橋運輸㈱のCSRへの取り組み
【鍋嶋】　皆さん、こんにちは、大橋運輸の
鍋嶋です。よろしくお願いいたします。
　まず初めに、私どもの会社の紹介をさせ
ていただきます。私ども大橋運輸は、1954
年 3 月 17 日に設立し、今年で 64 年目を迎
えます。本社は愛知県瀬戸市に置き、営業
所は豊田に 2か所、小牧に 1か所にあり、
これら 4拠点で活動しています。事業内容
は、自動車部品輸送を中心に、引越、遺
品整理、学校給食配送などをしている社
員 100 名の地域企業です。そんな私どもが
取り組む地域活動をご紹介したいと思いま
す。
【エコキャップ回収活動】
　最初に、エコキャップ回収活動です。こ
の回収活動はかなり世の中に浸透している
と思います。私どもも当初はその活動に取
り組んでいたのですが、集めたエコキャッ
プを売却した代金がきちんと寄付されてい
ないというようなニュースを耳にしてから
は、地域で完結できないかと考えて独自の
仕組みを考えました。
　まず、地域で集めたエコキャップを回収
して、地域の事業者に売却します。その売
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却したお金で、地域の障がい者福祉事業所
で作る軍手を購入します。その軍手は、エ
コキャップを集めてくださった人や団体に
寄贈して、地域の清掃活動などで活用して
いただいています。
　当初は私どもの社内で始まった活動です
が、小学校、中学校、大学、そして現在は
地元の金融機関もこの活動に参加してくだ
さるようになり、活動は大きくなっていま
す。
【オオサンショウウオ保護活動　～地域と
の協働～】
　次は、オオサンショウウオの保護活動で
す。愛知県瀬戸市には、国の特別天然記念
物「オオサンショウウオ」が生息していま
す。この保護活動を始めたきっかけは、今
から 5 年前に、「瀬戸市のサンショウウオ
が日本で一番痩せている」という記事を偶
然見つけたことです。なぜだろうと思い、
川へ確認に行くと、特別天然記念物が生息
する川なのに茶色い川だったことに驚きま
した。それで原因を調べたところ、川の上
流には不法投棄された多くの産業廃棄物が
散乱しており、雨が降るたびに上流から下
流に産廃ゴミが流れるということがわかり
ました。
　そこで、このままでは瀬戸市が大切にし
ている特別天然記念物が絶滅してしまうの
ではないかと思い、行政や地域の人に呼び
かけて、清掃活動を始めました。もともと
川の近くには、「オオサンショウウオを守
る会」というのがありました。ただ、その
地元の方々は高齢の方が多く、川の周りを
清掃することはできても、川の中に入って
ゴミを取ることまでは手が回りませんでし
た。そこで、私どもが川の中の清掃を中心
に行いました。そうやって地域の方たちに
活動を広めているうちに年々参加者が増え
てきました。今ではオオサンショウウオの
産卵も確認でき小魚も増え、川もきれいに
なりました。
【交通安全推進「橋渡し」キャンペーン　～
警察・行政との協働～】
　次は、交通安全活動です。これは、私た
ち運輸業には馴染み深い活動です。毎年 8
月 4日は「箸（橋）の日」です。この日には、
地域にある瀬戸大橋という大きな橋の手前
で、大橋運輸の社員が道行くドライバーた
ちに「箸」を渡して交通安全を呼びかける
活動をしています。これは、「交通安全橋
（箸）渡しキャンペーン」ということで、地
元警察と行政と民間の私どもとで毎年実施
しています。警察と民間会社が一緒に取り
組むということは少ないのですが、警察の
ほうも何か地域で活動したいということ
で、箸（橋）つながりで始まった活動です。
【防災セミナー　～地域の皆様の意識啓発～】
　次に、防災セミナーです。今や 4人に 1
人が高齢者ということです。高齢者の方が
寝たきりになる原因としては、家の中でつ
まずいて転倒し、骨折するなどの怪我をし
て、そこから寝たきりになる例がよくあり
ます。私たちは、転倒をしないように部屋
の中を片づけて、その片づけたスペースに
防災備蓄をすることを呼びかけています。
今は、市民祭や出前講座などで年に数回の
活動をしています。
【職場体験学習の受入れ】
　次に、職場体験学習の受入れです。今や、
中学生の職場体験はいろいろな地域で浸透
していると思います。私どもも受け入れて
います。当初は作業体験というかたちで受
け入れていましたが、ここ最近は少し方向
を変えました。単に作業を体験させるだけ
21
地域づくりに必要な企業とは
ではなくて、社員何名かに各々の講座を持
たせることにしました。例えば、「目的の
大切さ」、「マナー」、「環境」、「安全」など、
社員が一人ずつ、一項目ずつを学生さんに
伝えるわけです。このかたちは、学生さん
にいろいろなことを伝えながら、社員自身
も共に学ぶということで、大きな成果が得
られていると思います。瀬戸市には中学校
が 8校ありますが、現在 6校から受け入れ
希望があります。
【「笑顔の日」イベント】
　次は、「笑顔の日」イベントです。皆さん
は、2月 5 日が何の日か、ご存じでしょう
か。実は、「笑顔の日」です。子どもは 1日
に 300 ～ 400 回も笑うけれど、大人になる
と 1日に 15 回ぐらいしか笑わなくなるそ
うです。笑うことは、ストレスを軽減した
り、免疫力を高めたり、コミュニケーショ
ンを深めたりするので非常に大切なことだ
と思います。そこで、社会に出た大人も、
子どもも、もっと「笑う」ことに注目しよう、
この 2 月 5 日の「笑顔の日」を広めていき
たいと思い、子どもたちに絵を描いてもら
い、その絵をメッセージとともに地域に配
布する活動に取り組んでいます。子どもた
ちには、絵を描いてもらったお礼に、クラ
ウン（道化師）の方に幼稚園と保育園に行っ
ていただいて、笑顔を届けています。
　笑顔というのはどんな企業にも大切です
が、わかっていてもなかなか一歩を踏み出
せない項目です。これは運輸業からかなり
かけ離れた活動ですが、私たちもちょっと
足を踏み出してみようということで始めた
活動の一つです。
【「咲かせよう、瀬戸の笑顔」プロジェクト】
　瀬戸市は「焼き物のまち」ということで、
どこの小・中学校にも陶器を焼く窯があり
ます。その窯を活用しようということです。
ある中学校の障がいクラスの皆さんに協力
をいただいて、私どもが提供した土を使っ
て、植物を植える鉢を作ってもらいます。
そして、その鉢に植物を入れて、地域で販
売する活動をしています。この鉢を売った
売上金については、中学校で活用してもら
い、また社会福祉協議会にも寄付していま
す。
　このように、私どもはいろいろな CSR
活動に取り組んでいます。そのなかでも、
やや独自性の強いものをご紹介させていた
だきました。ありがとうございました。
【鈴木】　ありがとうございました。
　引き続きまして、お二人目のご報告です。
愛知学泉大学現代マネジメント学部准教授
の三輪昭子先生よりご報告いただきます。
三輪先生は、愛知教育大学大学院修了後、
愛知県立高校、河合塾経営の日本語学校な
どでの勤務を経て、2012 年より現職に就
いておられます。専門はソーシャル・マー
ケティング、公民科教育法です。ご著書に
は、『映画で地球を読む　－地球市民のた
めの教養講座－』（黎明書房）等があります。
また、愛知大学国際問題研究所で客員研究
員も務めておられます。では、三輪先生、
よろしくお願いいたします。
●ＣＳＲのＣは、Consumer（消費者）だ !
　－地域貢献とエシカル消費－
【三輪】　皆さん、こんにちは。愛知学泉大
学の三輪昭子と申します。よろしくお願い
いたします。本日の私の話は、「CSRのCは、
Consumer（消費者）だ !　－地域貢献とエ
シカル消費－」というタイトルが示すとお
りで、皆さんのお手元には資料もお配りし
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ております。もう一つの資料は、私はソー
シャル・イノベーション・マガジン「オル
タナ（alterna）」でコラムを書いております
が、そのコラムの抜粋です。ニール・ヤン
グに関するコラムは、まさしく「エシカル
消費」をテーマにしています。そして、一
番最近に書いたコラムは、このフォーラム
に関する内容です。本日はコーポレイト
（企業）の話が中心ですが、私としては「コ
ンシューマ （ー消費者）」ということと「エ
シカル消費」が重要と考えておりますので、
その二つのことをお話し申し上げたいと
思っています。
　さて、愛知教育大学を卒業したら、普通
は小・中学校の先生になるのが一般的な
ルートですが、私はちょっと異端を走って
おります。何をやってきたかというと、一
つの流れに乗ってきたのですが、その中で
まず「ソーシャル・マーケティング」に出
会いました。NPOで少しスタッフとして
仕事をしたことがあるのですが、その仕事
関係のなかで、ソーシャル・マーケティン
グに出会う一つのきっかけをもらったので
す。
【コーズ・リレーティッド・マーケティン
グが、この分野の研究のスタートだった】
　始まりは、「コーズ・リレーティッド・マー
ケティング」です。そういう名称のマーケ
ティング方法があります。普通はマーケ
ティングというと、「いかに商品を売るか」
ということで、たいていは「魅力的な商品
とはこういうことだよ」、「値段を下げると
いいよ」、「差別化するにはどういう方法が
あるか」ということを経営学として学ぶこ
とが多いのです。そのマーケティングのな
かでも、これは少し変わった方法です。商
品を売るという目的はあるけれど、その商
品の価格は、数％が寄付金になることを前
提に付けられているのです。つまり、製品
の売上の数％を特定のコーズ（社会的支援
をしたくなる対象）に寄付する手法がとら
れているのです。また、それは 1 年間と
か 3か月というように期限が設定されてお
り、どんな商品に寄付が付けられているの
か、どんな人に売り込むのか、ということ
もある程度決められて行われるのです。
　こうした仕組みにより、ステークホル
ダーである「企業」、「消費者」、「NPO」の三
者が win-win-win の関係になれる、つま
り「三方よし」とする関係をつくることが
できるわけです。特にNPOというのは資
金を調達するのが難しいので、それを助け
る意味で企業が加わって取り組むことが多
かったのですが、その手法によって消費者
を非常にうまく取り込むことができるとい
うことを学びました。
　実は、最初にこのような取り組みを始め
た企業をたまたま訪問する機会があり、そ
こで私はこのマーケティングの手法に出
会ったのです。その会社は、アメリカンエ
クスプレスというクレジットカードの会社
です。金融関係に携っている企業で、日本
では「アメリカンエクスプレスというクレ
ジットカードの会社」として紹介されてい
ますが、幅広い事業に取り組んでいるとい
うことがわかり、非常に勉強になりました。
【コーズ・リレーティッド・マーケティン
グの事例】
　ミネラルウォーターのボルヴィックで
は、1リットルの水を買うことでアフリカ
の人に 10 リットルの安全な水を供給でき
るという「1 リットル for 10 リットル」と
いうプログラムに取り組んだところ、非常
に売り上げが伸び、よい成果を得ることが
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できました。このような手法で、ユニセフ
ではアフリカの地域において井戸を造るた
びにお金を集めているということでした。
　日本でコーズ・リレーティッド・マーケ
ティングというと、森永製菓の「1チョコ 
for 1 スマイル　－あなたが食べると、も
う一人がうれしい－」が有名です。森永製
菓の場合は、最近はフェアトレードを使っ
ていたりしますが、それ以外にも、一つの
支援活動の循環ができています。支援した
いのは、教育支援やチョコレートの原料カ
カオをいかに生育させるかということであ
り、それに対してチョコレートの売上の
何％かが寄付されるわけです。「カカオが
うまく生産される」→「そのカカオでチョ
コレートを作る」→「そのチョコレートを
買う」という循環が生まれることによって、
生産地に配慮された形で生産でき、またそ
の地域の生産者を助けることもできるとい
う仕組みです。
【ソーシャル・マーケティングの講義では】
　私は、愛知学泉大学や愛知大学では「ソー
シャル・マーケティング」の授業を持って
います。「ソーシャル・マーケティングと
は何か」という話題になったときには、簡
単に「社会的利益を追求するマーケティン
グ方法」と話します。では、「社会的利益を
追求するとはどんなことか」となると、「こ
んなことがあるよ」と次のようなことを紹
介しています。
・「人権を守ること」です。それについては、
ブラック企業の問題等があるので、そう
いったことを特に話すことになります。
・「企業の社会貢献活動」です。たまたま
CSRという言い方で「社会貢献活動をし
ている」といえば非常にクローズアップ
されることがあります。CSR の範囲内
で、そういったことを挙げることが多い
ですが、「実はそれは違いますよ。それ
は一部に過ぎないですよ」というような
話もしています。
・「ボランティア活動」があるということ
です。これは、企業の社員だけでなく、
私たちが市民として行うボランティア活
動についても挙げます。
・「寄付金」です。寄付金の付いた商品を
買うことも含めています。
・「NPO・NGO」との関係を持っているか
どうかということです。そして、社会的
課題解決に対してどんな取り組みをして
いるか。さらには、それが事業として進
められていくためには「ソーシャルビジ
ネス」という方法がある、ということを
話題にします。
・産業とか発展途上国に関わることでは、
「雇用」です。職を与えるためにはどん
な仕組みをつくったらいいか、というよ
うなことについて話をしていきます。
【ソーシャル・マーケティングとは？　
－フィリップ・コトラーの著書から－】
　私は、これまで取り組んできた仕事の一
つとして、本を書いたことがあります。ご
紹介いただいた『映画で地球を読む』とい
うタイトルの本です。映画を観ることに
よってさまざまな社会的課題を知ることが
でき、そこからどんな解決方法があるかを
学んでいけるというものです。
　また、ソーシャル・マーケティングの分
野で非常に有名なフィリップ・コトラー氏
の著作『グッドワークス !』の翻訳に携りま
した。たまたま私がソーシャル・マーケ
ティングの講義をしていることをその翻訳
グループに話したところ、一緒にやろうと
いうことになった次第です。
24
　著者のコトラー氏は、マーケティングの
大家といわれていますが、販売促進だけで
なく、社会活動においてどんなマーケティ
ングをしたらいいかということを、この
『グッドワークス !』では事例を挙げて著し
ています。アメリカやイギリスの会社では
どういうことに具体的に取り組んでいるの
か、ということを 6点にまとめています。
　そのなかでは、「コーズ」という言葉が出
てきますが、日本語ではあまり馴染みのな
い言葉です。辞書を引くと、社会的な課題
に関わることで少し難しい説明が出ていま
すが、簡単にいうと、「社会的支援をした
くなること、または、その対象」と私は勝
手に翻訳しています。そう考えたほうが、
何を応援するのか、何に関連付けてマーケ
ティングをするのかということがわかりや
すいのではないかと考え、そのように訳し
ています。
　この本の項目には、「コーズ」という言
葉が付いた項目が二つあります。「1. コー
ズ・プロモーション」と「2. コーズ・リレー
ティッド・マーケティング」ですが、この
二つはほぼ同じような内容です。プロモー
ションのほうが、より一層、その宣伝や販
売促進に近いところに力を入れます。資金
調達のことが関わってきます。
　この二つに対して、「3. ソーシャル・マー
ケティング」は、社会変革活動ということ
で、どうやって行動の形を変えていくのか
という内容です。よくあるパターンとして
紹介されるのが、最近はノー・スモーキン
グが多くなってきたのですが、喫煙者を減
らすにはどのような行動変革が必要か、と
いうものです。つまりマーケティング活動
として、その行動を変える方法をいろいろ
提案するのです。例えば、喫煙していた
ら「ものすごくカッコわるいよ」というこ
とを皆に周知させるとか、「実際に健康に
害があって、これだけの危険性がある」と
いうことを示して進めていくのがソーシャ
ル・マーケティングの方法です。
　次に、「4. コーポレート・フィランソロ
ピー」です。フィランソロピーというのは、
日本語では「社会貢献活動」のことを指し
ます。社会貢献活動でも、特に慈善的な部
分が強いので、本業とは関わらず、とりあ
えずお金を使って社会のためになることを
行うわけです。
　また、「5. 地域ボランティア」があります。
　そして、「6. 社会的責任に基づく事業の
実践」ですが、これはどちらかというと、
環境とか社会ということを意識しながら行
うものです。例えば、地域貢献活動もこの
なかに含まれるだろう、と私は思っていま
す。
【ＣＳＲ と ＣＳＶ】
　そして、本日の話題である「CSR」と
「CSV」です。私は、たまたまコトラーが
書いた内容と、ポーター教授が唱えている
内容を、こんなふうに言ったらわかりやす
いのではないかと考えました。
■ CSR：寄付や社会貢献を通じて自社イ
メージの向上を図る。事業との相関性
はない。CSRは守りのイメージ。社会・
環境への自社の責任を負う、ステークホ
ルダーと良好な関係を生み出そうとする
もの。
■ CSV：攻めのイメージ。その企業の持
つ強み、経営資源や専門性などを生かし、
ビジネスとして社会的課題を解決してい
くという視点。
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　個人的には、CSR も CSV もほぼ同じだ
と思っています。
　ただ、CSR の場合は、社会貢献活動に
ウエイトが置かれているので、どちらかと
いうと「守りのイメージ」です。
　そして、CSV の場合は、事業や本業を
活かして社会貢献活動をすることに踏み出
していく手段として CSR を考えるように
なってきたという解釈もあるので、そうす
ると、それは CSVの「攻めのイメージ」の
部分とほぼ同じことになるのではないかと
思います。
　それで、「一般的に、社会貢献活動と経
営活動全般に対して CSR はあるのだよ」
という説明を私はしています。そのなか
で、ステークホルダーについては非常に重
要性があるということを学生たちには話し
ています。つまり、各ステークホルダーを
良い状態にする、win-win の状態にするの
がCSRにとっては大事だということです。
そういうことを考えると、社会貢献活動ば
かり考えていてはいけないわけで、例えば
従業員のことを考えるときには労働環境の
ことも考えなければいけないわけです。も
ちろん行政との関係、あるいは消費者との
関係も考えなければいけない、という流れ
になっていくのです。
【エシカル（Ethical：倫理的）消費】
　そしていよいよ、「エシカル（倫理的）消
費」の話になります。コンシューマ （ー消
費者）ということを考えます。なぜコン
シューマーを考えることになったかという
ことを、簡単にご説明します。
　私はたまたま教員養成系の大学を卒業し
たこともあり、教職課程を持っています。
それで、公民科という教科に対応していま
す。そのなかで、生徒たちにいろいろな考
えをさせたわけですが、教科書のなかで習
うのは、生産者のことが中心です。農業、
工場、会社というのは、ほぼ生産者です。
でも、子どもたち、学生たちは最初から生
産者として生まれて生活しているわけでは
ありません。生まれてから私たちは、消費
者としての姿勢というか、方向性を否定す
ることはできません。どんな人でも必ず消
費者になるわけです。ということは、消費
者として私たちはどういう状態でいなけれ
ばならないのか。そう考えたとき、「消費
者という視点を持たなければいけない」と
考えました。
　では、消費者は消費の仕方によって、い
ろいろと生産者に対して影響を与えること
ができるのではないか。その与えることの
一つの方法が「エシカル消費」という言い
方で、最近は特に、消費者庁も同様のこと
を進めています。そのなかには、地域活性
化も含まれています。そして、雇用などを
促進すること、もちろん社会や環境に配慮
することも含まれています。
　そういうなかでよく知られてくるように
なったのが、この 3点だと思います。一つ
は、「フェアトレード」です。これは最近、
非常によく知られてきました。例えば、昨
年、名古屋市はフェアトレードタウンにな
りました。
　二つ目は、最近よく見かけるようにな
り ま し た が、「FSC（Forest Stewardship 
Council）」マークです。森林を適正に管理
しているところに認証を与えています。森
林伐採においては乱伐するところがあった
ので、そういうことをさせないためにも、
この認証を取る方法が使われています。こ
のマークは紙製品以外に、木製家具等にも
付いています。
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　三つ目が、「レインフォレスト・アライ
アンス（Rainforest Alliance）」のマークで
す。蛙の図案が非常に象徴的です。熱帯雨
林で今問題になっているのは、生物多様性
の問題です。生物多様性となると、環境的
な問題がいろいろ関わってきます。だから、
この認証を受けているということは、環境
に対する配慮があるということと、それに
関わるような人に対する社会的な配慮があ
るということになります。これは特にコー
ヒーによく付けられている認証です。最
近、私が見たのは、タリーズコーヒーにこ
のマークが付いていました。
　いろいろな商品を見ていると、意外と「い
ろんなマークが付いているな」という印象
があります。こういうラベルが付いている
ものを積極的に買うことは、つまりエシカ
ルな消費をしていることになります。それ
は、私たちが気づかない、見えないところ
で無駄にされている、あるいは配慮に欠け
た部分をもっと減らすような方法として使
われているということです。
　これ以外に、例えばイギリスでは、海産
物に関する認証もあります。また、エシカ
ルについて特に注意するという意味で、「エ
シカル商品」というものがあります。また、
例えば「地産地消」ということがよくいわ
れます。これは日本だけでなくて、世界的
に「ローカルフードを消費することはエシ
カルな消費行動だ」といわれています。前
述のコーズ・リレーティッド・マーケティ
ングにあったように、チャリティのために
寄付金の付いた商品を買うことも、実はエ
シカル消費の一つになります。ただし、イ
ギリスでは 10％以上の寄付率でないと認
められないそうです。2～ 3％ではだめな
のです。ある一定の割合を寄付するわけで
すが、何％寄付しているのかはわからない
ので、企業のホームページ等で寄付の比率
を確かめて、その商品がエシカルな消費に
なるのかどうかを考えて買うことになると
思います。
　では、エシカル消費をすることにどんな
意味があるのでしょうか。誰もが消費者だ
と申しましたが、この世の中には、企業、
行政、そして私たち市民・消費者がいるわ
けです。そのなかで、企業が一生懸命取り
組んでいることに対しては、私たち消費者
はそれに対応していかなくてはなりませ
ん。それで、もし消費者が買わなければ、
その企業は、生業とするサービスを考え直
し、新たに違うことを考えていくこともで
きるのではないかと思います。だから、あ
る意味でその企業を応援するために、私た
ちはその商品を買うことになります。エシ
カルだと思われるものを買うことは、「そ
の企業がエシカルという文脈において、消
費者に対してこんなことをやっていて、こ
れは社会のためになる、あるいは環境のた
めになる」ということを示すことになりま
す。そして、そうすることによって、私た
ちの社会をより一層いいものにしていくこ
とができるわけです。だから、消費者は単
に買うだけの人ではないのです。きちんと
考えて買うことができれば、私たちの社会
はずいぶん変わるのではないかと思いま
す。いわゆる生産者が私たち消費者をコン
トロールするのではなくて、私たち消費者
も、そして生産者も、ともに協力しながら
良い社会をつくっていくためには、このエ
シカル消費を進めていくことが大事ではな
いかと思います。本日は、その話題を提供
させていただきました。ありがとうござい
ました。
27
地域づくりに必要な企業とは
【鈴木】　ありがとうございました。引き続
き、パネルディスカッションに入りたいと
思います。
2．地域貢献企業をいかにつくるか
●地域貢献活動を始めたきっかけは？　そ
のメリットは？
【鈴木】　それでは、パネルディスカッショ
ンに移りたいと思います。3 名の方から、
非常に熱の入った報告、話題提供をしてい
ただきました。本日、会場にはさまざまな
方がいらっしゃいます。自治体の方、商工
会の方、企業の方、学生など、このテーマ
に関心を持った方が来ています。後ほど質
疑応答の時間を設けますので、先ほどの基
調講演、またこれから行うパネルディス
カッションを聴かれてのご意見・ご質問な
どを是非いただければと思います。よろし
くお願いいたします。
　さて、このフォーラムは、非常に幅広い
議論になっているなと感じております。最
初の基調講演では吉田さんから「地域指向
型 CSR」についてお話がありました。地域
指向型ということで、むしろ「地域貢献企
業をいかに地域でつくりあげていくか」と
いうようなご提案をいただきました。
　それを受けて、パネルディスカッション
の冒頭では、鍋嶋さんより、いま企業で実
際に行っている CSR 活動についてご報告
いただきました。そこで、そもそも鍋嶋さ
んが会社として地域貢献をしようと思った
きっかけは何か。また、「やってよかった」
と思えるようなメリットがあれば教えてく
ださい。
●きっかけは、環境への取り組み。活動を
通じ、社員満足・社員の成長、地域の共
感等を得られた
【鍋嶋】　きっかけは、2005 年の愛知万博
です。ちょうど瀬戸市が万博の会場になる
ということで、私どもも地元企業として環
境にいいことをしようと考え、社内の環境
活動にいろいろ取り組んでいきました。そ
の一つとして、社内で集めたエコキャップ
をワクチンに換える活動をすることになり
ました。その活動が知らないうちに地域の
小学校や中学校とかでも取り組んでいたの
ですが、「集めたけれど、トラックがない」
という課題がありました。そこで、回収の
お手伝いをすることになり、最初は社内で
始まった活動が地域での活動に広まってい
きました。更に、いろいろな地域課題を知
る事で、その課題解決に少しでも貢献した
いと活動が増え、現在に至っています。
　それで、メリットということですが、よ
く地域の方から「いろいろ活動しているけ
ど、何かメリットでもありますか？」と聞
かれます。最初は私どももあまりメリット
は感じずに取り組んでいました。もともと
物流というのは形のないサービスですが、
いろいろな活動を通じて私たちの考え方を
地域の方に伝えることができます。また、
私たちの考え方に賛同して、その人たちが
会社の採用時に応募してくださるというこ
とは、価値観の近い人が社内に来てくれる
ということで、メリットといえます。もう
一つ、社内 ES（従業員満足）、社員満足が
生まれます。よく福利厚生とか待遇だけが
取り上げられますが、やはり最終的には、
自己成長とか世の中に貢献できることが社
員に満足を与えると思います。こういう活
動をやっていると、社員のなかから自然に
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「私も活動に参加してみたいです」という
声も出てきます。
　最初はエコキャップを回収するための
「トラックを活用した地域活動」でしたが、
今は「人のスキルを使った地域活動」に変
化してきたと思います。最終的に付加価値
を提供するのは人ですが、こういう活動を
通じて、社内の組織力強化や個々の力の成
長につながるのではないかと思っていま
す。
●地域に貢献する企業の製品を買うこと
は、地域の活性化につながるか？
【鈴木】　ありがとうございました。おそら
くどこの企業も「一生懸命活動しているけ
ど、何かメリットあるんですか？」と言わ
れますよね。実は、メリットを考えてやっ
てるわけではなく、地域の人たちに自分た
ちの考えを伝える一つのやり方がメリット
かもしれませんね。そして、その活動に賛
同してくれる人たちが増えると人材の確保
につながることもある。また、社員の自己
成長を促し、それが地域活動への肯定感が
生まれる。つまり地域活動はそういう手段
になるということですね。
　次に、話題提供してくださった三輪先生
にお聞きします。「エシカル」というのはあ
まり聞きなれないことですが、実際には、
フェアトレードとかそういうことだという
ことがわかりました。それなら高校の「政
治・経済」の教科書にも出てくることなの
で、学生さんたちはたいてい教科書で目に
したことはあると思います。
　そこで、お聞きしたいことは、エシカル
も含めてですが、「地域の消費者が、地域
にとって良い活動をしている企業の考え方
を知って、その企業の作るものを買う」と
いうのは一つのマーケティングだとおっ
しゃいましたが、そういうことがあると、
地域というのは活性化していくのでしょう
か。
●大型ショッピングモールでなく、地元の
ものを買うという方向に進めば活性化す
る
【三輪】　それは、活性化していきます、と
お答えしてもいいのではないかと思いま
す。実際、大型のショッピングモールのほ
うに人が流れるよりは、地元や地域のもの
を買うという方向に進めば、地域の活性化
になるのではないかと考えます。あるいは、
ショッピングモール内に地域的なものを物
産販売できるようなコーナーを設ける店舗
も出てくると思うので、何らかの方法で活
性化はできます。
●永続企業を応援・支援する具体的な方法
は？
【鈴木】　ありがとうございます。地域活動
をしている店があると、その店で買いたい
という気持ちになりますね。「エシカル」と
いうのは言葉としては難しいのもしれませ
んが、簡単にいえばそういうことだと思っ
ています。地域活動をしたり地域に貢献し
たりしている企業の製品を買うことでその
企業を応援していくことは、消費者として
の社会的責任と言えるのかもしれません。
　そこを踏まえて、基調講演でお話をうか
がった吉田さんにお聞きしたいことがあり
ます。非常に示唆に富んだアイデアだと思
いましたが、「中小企業」という言い方では
なくて、「地域企業」とか「地域貢献企業」と
いう観点で企業と地域を見ていく必要があ
るということをおっしゃいました。それで、
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「企業の成長発展段階」に応じて、企業に
は｢中小企業／地域企業｣、「地域貢献企業」、
「永続的成長企業」、「永続企業」があるとい
う分け方を提示されました。そして、それ
ぞれの段階の企業の主な支援主体は、最初
は「行政」で、その次が「公益団体」、そし
て「民間」、「地域」と変わっていきます。「地
域」には、おそらく消費者も含まれるのだ
ろうと思います。
　そこで、消費者としてそういう永続企業
を応援する、支援するというのは、具体的
にどんなことが考えられるでしょうか。
●信頼できる企業（永続企業）からものを
買おうと考えるような人間教育・人づく
りが必要
【吉田】　理想としては、三輪先生がおっ
しゃったように、地域の人たちが意識を高
めて、食材も含めていろいろな製品を地域
のなかで信頼できる人から買うかたちがベ
ストだと思いますね。
　では、具体的にということですが ･･･。
いま国や地域の進み方を見ていると、どう
も「成熟社会」に入りつつあるという感じ
が私はしています。要するに、「成長」から、
次は「成熟」ということです。それで、成
熟とは何かというと、「本物指向」ですよね。
それと、私がずっと申し上げているように、
「地域が良くなるという思いを持つ人たち
が増えること」。だから、「消費者」とひと
ことで言っても、現実を見ると、消費者も
いろいろです。例えば、高齢者の人たちが
何を思っているかということが、私も前期
高齢者になってわかったのですが、高齢者
になると老後の心配をし始めるわけです。
逆説的な言い方になりますが、「では若い
ときは何が心配なんだ」という話がありま
すよね。ところが、65 歳を過ぎると介護
とか病気ということが気になります。子や
孫を親として見て、おじいちゃん・おばあ
ちゃんの立場になると、特に自分の体への
不安が切実になってくるわけです。そうい
うとき、世の中を見て、介護施設や医療、
あるいは会社のサポートといったものがう
まくマッチしていなかったら、成熟社会の
一員としての自覚はなかなか持てないと思
うわけです。結局、地域で生まれ育って、
そして老いるときに何が大事かというと、
「安心・安全で、安定した供給のできるもの」
であり、それは地域の皆がそれぞれの役割
分担において取り組んでつくっていかなく
てはいけないことだと思うわけです。そう
すると、「生産者」、「販売者」、「消費者」とい
う分け方で進んでいるかぎりは、壁がある
のではないか。だから、もっと成熟社会に
おいては、年齢も性別もすべてフリーにし
たかたちでやっていきたい。そして、その
中心にあるものが、私は「地域愛」という
情緒的な言い方をしていますが、そういう
ものなのです。
　結局、高齢者が老後の心配・不安をなく
するには、地域のセーフティネットがあれ
ばいい話です。だから、企業はそういう見
える形で「安全」と「安心」を提示すること
が必要だと思います。例えば、印刷会社な
ら「環境に配慮している」という考えを証
明するものとして、紙とか印刷物にそれを
示すマーク等を入れていけばいいのです。
そういうことを、私は目の前で見ています。
ただし、見ていると、そういうものは少し
高いので、受け入れる人たちがまだまだ少
ないわけです。100 均へ行って買う人たち
が多いので、これは地域でもう少し時間を
かけて、消費者教育というよりも、地域に
30
おける人間教育、人づくりを行うことが大
切かなと思っています。
●CSR活動や地域貢献においてうまくい
かなかったことは？
【鈴木】　ありがとうございました。「安心・
安全」、あるいは「安定」を地域に確保し、
年齢や性別とは関係無く地域を愛すること
が「永続企業」を育むことが肝要であると
いうというご趣旨だったと思います。
　そのために、一つは、地域と企業の共生
が必要であり、雇用も必要です。また、先
ほど鍋嶋さんがおっしゃったように、働い
ている人の自己成長も必要です。
　では、鍋嶋さん、答えるのが難しいかも
しれませんが、地域貢献においてちょっと
難しくてなかなかうまくいかなかった、と
いう事例があれば教えてください。
●地域貢献活動の目的を社内で統一するこ
とに苦戦
【鍋嶋】　地域貢献において、市民を巻き込
むことはなかなか難しいです。初年度の浸
透度は弱いと思います。やはり大企業みた
いに大きな資金力や人材で取り組むことは
難しいので、時間をかけて継続して、じわ
じわ地域に広めていくことになります。
　それで、何のために地域貢献するかとい
う目的ですが、社内での「目的の差が意識
の差」になり、「意識の差が行動の差」にな
ると思います。「目的共有の差」というのが
最初は絶対にありますので、ここで時間を
かけなければいけない。目的統一について
苦戦することはどこの会社でもあると思い
ますが、それが一番苦戦したことだと思い
ます。
●「エシカル消費」の浸透の難しさは？
【鈴木】　ありがとうございます。三輪先生
には「エシカル」に関してうかがいたいと
思います。学生さんや市民団体の方と一緒
に活動されていると思いますが、「エシカ
ル」が浸透しにくいなと思うようなことが
あれば教えてください。
●値段に込められた付加価値をどう説明し
て、それをどう受け取ってもらうかが難
しい
【三輪】　やはり一番の問題は、吉田さんも
言及されましたが、付けられた値段を高い
とか安いとか、どう受け取ってもらうかと
いうことです。普通なら 100 円で買える
チョコレートがあるのに、フェアトレード
のチョコレートを買うつもりで店に行くと
200 円とか 300 円ぐらいするわけです。そ
うすると、「私だったら 100 円のほうで買っ
てしまう」というパターンが多いわけです。
つまり、300 円という金額にはどういう内
容が込められているのかという説明なくし
て、やはりそれを買おうという方向には進
みません。そういう仕組みを伝えることに
よって、「こういうチョコレートを買うの
は意味がある」ということがわかって、そ
の行動に入るわけです。だから、そのプロ
セスを伝えられるかどうかによって、エシ
カルな行動がうまく進んでいくかどうかの
違いが出てきます。そこに難しさがありま
す。
3．企業の地域貢献活動に、いかに地域
を巻き込むか
●横浜の地域貢献企業は先駆的な取り組み
だが、いかに周囲を巻き込んでいった？
【鈴木】　ありがとうございます。価格につ
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いてそれをどう説明してどう受け取っても
らうかが難しいということですね。いろい
ろなことを一つのパッケージに埋め込むこ
とは、本当に難しいと思います。
　そういう話をお聞きしていて私が思った
のは、だからこそ地域の企業は、地域貢献
活動は時間をかけてゆっくり伝えることが
必要だということです。そうして企業を取
り巻く人たち、あるいは地域に生きている
人たちは地域貢献活動の意味を時間がか
かっても理解していくのかなと思いまし
た。そこで、吉田さんにお聞きしたいと思
います。横浜型地域貢献企業については全
国でも先駆けての取り組みですが、先駆者
には先駆者の悩みがあると思います。最初
はなかなか受け入れてもらえないことも
あったと思います。そのあたりのことや、
どういうふうにして周囲を巻き込んでいっ
たかということを教えてください。
●5者連携から協力や理解を得ることによ
り、反対していた行政内部を納得させた
【吉田】　最初の、最大の壁というのは、実
は横浜市役所内部にありました。私が提案
して、上司、斜め、横、全部が反対でし
た。例えば、10 年前に私が CSR というこ
とを唱えたときは、「CSR は個々の企業が
勝手にやるものだ。なぜ行政が個々の企業
の活動を支援するのか」ということでした。
それで、CSR というものが理解されない
なら、「では地域貢献企業というかたちで」
と提案したわけです。そうすると、「地域
貢献というけれど、普通は地域に貢献して
いるだろう。わざわざそんな制度はつくら
なくてもいいのではないか」ということで
した。要は、長期的に見て行政にとって効
果が上がるようなもの、10 年後、20 年後、
30 年後に効果が出るようなものは理解さ
れないわけです。特に、私が現役のときに
は、すぐに効果が出る政策でないと市長に
受け入れてもらえない状況がありました。
　そこで私がやったことは、先ほどお話し
たように、産学官公民という 5者が協働す
るコンソーシアムによる運営体制づくりで
す。この人たちとしっかり議論し、そして
大学も経済界も商工会議所もNPOも、皆
さんから私の提案する政策に協力と納得と
理解を得られましたということで、その外
の理解を今度は横浜市役所の内部に持って
いったわけです。それで、「われわれは反
対だけど、みんなが賛成するなら、まあやっ
てみるか」ということになって、実はスター
トしたのです。
　行政というのは、非常に独断的で、内部
の力関係が明確なので、「これは良いこと
ですよ」と言ってもなかなか通じません。
ただ、私はこの制度をつくったとき、やは
り地域の方々との連携の大切さを強く感じ
ました。私の場合は 5者連携ということで
したが、このパートナーシップというかリ
レーションシップ、連携を組むということ
の重要さがものすごく身にしみました。お
そらく、今後いろいろなことをやるときに
は、こういったことが肝心なのだろうなと
思いました。要は、志の高い組み手を見つ
けて一緒に取り組むことになれば、実は事
業の成功というのはほぼ確実だな、と思っ
た次第です。
　10 年経ち、行政の人たちはほとんどが
替わり、今では私が横浜型地域貢献企業の
制度をつくったことを知らない人たちが増
えていますが、民間の人たちは知っている
わけです。それで、「制度をつくってくれ
たことは感謝しているけれど、あとは民間
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の私たちが実は頑張ってここまできた」と
いう報告も私は受けています。そんなわけ
で、制度は行政がつくったけれど、当事者
意識を持った志の高い人たちが自分たちの
こととして事業、CSR、CSV に進む姿を
見ることができました。
●まずは地域で、志を同じくする組み手を
見つけることが重要
【鈴木】　ありがとうございました。志の高
い人たち、自分と思いを同じにしている人
たちと連携をうまく組むことができれば、
それは魂が入ったということなので、あと
は形にするために進めていくことができる
ということだと思います。
　私は大学に所属していますが、皆さんも
いろいろなところに所属しておられると思
います。それは見方を変えれば、誰もが地
域の中に所属しているということです。そ
ういう意味では、まず地域で、志のある、
考え方の似ている人を組み手として見つけ
て進めていくことが必要なのではないか、
と思うわけです。
　ここまでくると、CSR とか CSVという
話は後からついてくるのかな、というよう
なことも思います。そうはいっても、やは
り形も必要だということで、認定の仕組み
はつくられたわけです。ただし、あくまで
も横浜型ということで、地域によって、あ
るいは組織によっても当然中身は変わって
いく可能性があります。ただ、重要なのは
「地域にいる志を同じくする人たち」を巻
き込まないと、今後の日本の地域経済や地
域社会はなかなかうまくいかないのではな
いかと思います。
　お三方のお話をうかがいながら、パネル
ディスカッションの結論については、私が
あえてまとめることはないと思いました。
そこで、お一人ずつ、こういうことを提言
したいということがございましたら、お願
いいたします。
4．地域を愛する「人づくり」を
●自分自身がどう生きるかということが、
仕事や活動に結びつくはず
【三輪】　基調講演やパネルディスカッショ
ンでのお話から思ったのは、志とか価値の
共有とかいっても、最終的には「人」なん
だなということでした。「人が付加価値を
つくる」という鍋嶋さんの話もありました
が、それは価値ある言葉だと思いました。
　ここで、私のゼミ生の話を少しさせてい
ただきます。就活していたある学生が、や
はり有名な企業がいいということで、誰で
も知っているような企業を受けようといろ
いろエントリーしたのですが、全滅でした。
ところが、地元企業に目を向けたら、登録
できました。ここだったらいいな、という
ところが見つかりました。そして就職を果
たしました。そういう学生が、愛知学泉大
学には多いようです。最初から地元を見て
いくほうが、自分自身がどう生きるのかと
いうことを考えやすいわけです。また、大
企業よりも、着実に事業を成功させている、
いわゆる地元の地域型企業というか、私は
中小企業という言い方はあまり好きではな
いので「中堅企業」という言い方をします
が、そういった企業こそ「働き甲斐がある、
何かが見つかる」ということを私は伝える
ようにしています。そして、彼らはそうい
うところを見つけることができているよう
です。
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●地域貢献活動に取り組むことは、会社の
考えや価値観を発信するのに有効
【鍋嶋】　今まで日本は人口が増えていくと
きの経済において物事を考えてきたわけで
すが、そういう時代は大企業が非常に有利
だったと思います。しかし、これから日本
も人口減少し、なおかつ超高齢化という状
況下では、中小企業が非常に有利ではない
かと思うわけです。吉田さんの基調講演で
は日本の企業の 99.8％が中小企業とのこと
でしたが、マーケットが小さくなってくる
なかでは、中小企業でも付加価値を明確に
すれば、優秀な人を採用できるし、大手と
戦うことも十分できるだろうと思います。
そういう意味で、優秀な人をどうやって採
用するか。ビジネスモデルを明確にするこ
とも大切ですが、地域活動というのは、そ
の活動を通じて会社の考え方や価値観を発
信するには非常に有効ではないかと思いま
す。また、99.8% の中小企業が、地域にとっ
て良い活動を一つずつしていけば、世の中
も良くなっていくし、中小企業はより良い
人材を獲得でき、より輝くきっかけになる
のではないかと思います。
　私どもは物流会社で、学生さんから見る
と、物流というのは「いまいちだな」とい
うイメージかと思います。しかし、ES（従
業員満足）とか CSR 活動というものが明
確な会社というのは、中小企業でもこれか
ら大きな成長があるのではないか、と個人
的には思っています。
●最終的には、「地域づくりは、人づくり」
【吉田】　私の結論は、三輪先生と同じです。
私もずっと横浜でいろいろな企業活動を見
てまいりましたが、最終的には｢人｣に行
き着くわけです。だから、「人づくり」が大
事だと思っています。
　あえて申し上げたいのは、「ジンザイ」と
いうことです。実は、大企業では「人材」
なんです。人は材料で、取り替え自由なも
のです。一方、中小企業では、「人財」です。
人は財産、宝なので、大事にします。で
は、私がいう地域永続企業では何かという
と、「人」なのです。人というのは、経営者
のまさしく戦友です。志を同じくする同志
なのです。要するに、人を「人材」と見るか、
「人財」と見るか、経営者とともに進み成
長する「人」と見るかによって、違ってく
るわけです。それで、これからは「人づくり」
が大事であり、「人材づくり」ではないとい
うことですね。そして、こういったことは、
地域からしかできないと思うわけです。
　いわゆる大企業と中小企業の違いという
ことで、一つ申し上げると、大企業では定
年とともに何をしていいかわからない社員
が出てきます。もっと悲劇的なのは、自分
がエリートだと思っていた人ほど悲劇的な
老後が待っているということを、私は目の
前で見ています。ところが、地域企業の人
たちは、60 歳とか 65 歳を過ぎても元気で、
まだ働いている方もあります。これは、地
域企業の仕事が、実はそのまま地域のため
に役立っているからです。つまり、定年に
なっても地域活動にそのまま入っているわ
けです。だから、人としてどういう人生を
歩むかと考えるときは、企業の選別も自分
が主体的に見ることが大事だなと思いま
す。それで、究極は人ですね、人づくりで
すね、ということを私は申し上げたいです。
【鈴木】　ありがとうございました。最終的
に、「地域づくりは、人づくりである」とい
うこと。そして、人をつくるには、エシカ
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ルな視点が重要であるとご指摘いただきま
した。
　では、ここで会場からのご質問などをお
受けしたいと思います。
□質疑応答
●商店街の地域貢献企業認定については？
　社員のモチベーションを維持するには？
　環境配慮型商品を普及させるには？
【会場】　日本福祉大学の千頭と申します。
パネリストの皆様、ありがとうございまし
た。実はたくさん質問があるのですが、ご
く簡単にお尋ねします。
　まず吉田さんに、地域貢献型企業という
ことですが、個々の企業だけではなくて、
例えば商店街のようなものをまとめて認定
しようとした、あるいはそういうアイデア
があったかどうかをお尋ねします。
　鍋嶋さんには、さまざまな活動をされる
なか、社員のモチベーションを維持するこ
とが難しいことも出てくると思います。ど
こまでが仕事か、どこまでは仕事ではない
のか。そういうとき、たぶん社員の方は、
特に B to B の場合は、人から直接感謝さ
れる、地域の方から感謝されることが非常
にいいのではないかと思うのですが、その
あたりで何か示唆をいただけたらと思いま
す。
　そして、三輪さんにお尋ねしたいのは、
こんなことです。私は、この地域の某大手
チェーン企業と環境配慮型商品の普及に 3
年間ほど取り組んだのですが、結果的にう
まくいきませんでした。作る側の生産者は
「わが社はいろいろ作っています。FSC（森
林認証）にも取り組んでいます」とおっしゃ
いました。消費者側も、意識の高い方は、
「もっと買いたいと思うけど、店に売って
いない」とおっしゃる。そして売る側、スー
パーは「売りたいけど、お客さんが買って
くれないから置けないです」とおっしゃい
ました。ということで、三すくみの状態に
なっているような気がします。そこのとこ
ろで何か突破口はないでしょうか。確かに、
行き着くのは「人」なのですが、たくさん
の市民をどうやって動かしたら突破できる
のか、何かヒントをいただければと思いま
す。
【鈴木】　ありがとうございます。では、吉
田さんからお願いいたします。
●商店街というのは、志どおりに動ける組
織ではない
【吉田】　個々の企業の認定については取り
組んでいるけれど、例えば商店街のような
団体については認定しないのかというご質
問です。実は、「商店街」というふうにまと
めると、今度は別の組織ができて、そのな
かでの合意形成というのが非常に大変なん
です。志どおりに動く組織ではないわけで
す。いうなれば、社長さんの集まりですね。
これは経済団体もまったく同じです。社長
さんの理念どおりに動ける組織ということ
になると、いわゆる小ぶりの企業で、志の
高い、地域を重視したところでしょう。そ
れで、行政マンから見ると、そのような組
織や団体は既得権益化しており、やたら行
政に対する依存意識も高いわけです。例え
ば、補助金に依存するような面が非常に強
くて、自主自立の面が弱くなっています。
それが原因で衰退しているような面も否定
できないと思います。だから、これはまた
別途、改革が必要だと思っています。
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●経営者が信念を持って、常に進むべき方
向を示すこと
【鍋嶋】　やはり私どもでも最初は、地域貢
献活動ということに社員はすぐには目を向
けませんでした。地域貢献どころか、それ
以前に、まずはお客様に貢献することがで
きるようになるだけでもかなり年数がかか
りました。そのお客様の CS（顧客満足）を
高める前に、私どもは 11 年前から、まず
ES（従業員満足）活動に取り組みました。
社員が満足していないのに、お客様に満足
を提供するのは難しく思います。つまり、
ES を継続して努力することによって、少
しずつCS活動に向くと考えます。そして、
CS 活動から少しずつ、地域活動にも関心
が高まるようになりました。やはり CSに
関しても、最後は人が提供するものなので、
「ES」→「CS」→「企業ブランディング」→
「CSR・CSV 活動」と、自然と好周期の流
れになると思います。
　やはり経営者が信念を持って、絶対に諦
めずに言い続けることが一番大切ではない
でしょうか。5年、10 年かかり、ようやく
少しずつ進歩してきたかなと今は思ってい
ます。
●売り手の努力と、消費者を啓発する仕掛
けが必要
【三輪】　環境配慮型商品が売れるためには
どうすれはいいか、ということですね。商
品はそのまま置いてあるだけでは何の意味
もないと思います。例えば、フェアトレー
ドの場合なら、フェアトレードの仕組みが
わかるよう勉強会のようなものがあって、
消費者に対してその意義付けが学べるよう
な場があるといいかと思います。また、商
店のほうも、なぜこういう商品が置いてあ
るのかということを説明するようなものが
店にあると、「ああ、こういう良いことが
あるのか」ということがわかって、「買って
みようかな」と思う人が増えてくるのでは
ないかと思います。一つの方法としては、
商店の努力、そして消費者を巻き込むため
の何らかの仕掛けが必要だと思います。最
近は店の一つのコーナーを使って勉強会な
るものをやっている店もあるので、そうい
う工夫をされるといいのではないかと考え
ます。
【千頭】　ありがとうございました。
【鈴木】　ありがとうございました。時間の
関係もございますので、他にご質問などあ
る方は、この後に個別にお尋ねいただけれ
ば幸いです。
　以上で、第 2部のパネルディスカッショ
ンを終了したいと思います。パネリストの
皆さんには貴重なご意見や示唆に富んだご
提言をいただきありがとうございました。
拍手をもってお礼を申し上げます。
【鈴木】　パネルディスカッションを終了い
たします。パネリストの皆さんに、大きな
拍手をもってお礼を申し上げたいと思いま
す。ありがとうございました。
　本日のプログラムは、これで終了いたし
ます。最後に、日本福祉大学知多半島総合
研究所所長　千頭聡より閉会のご挨拶をさ
せていただきます。
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　吉田様、鍋嶋様、三輪様、ありがとうございました。知多半島総合研究所は、その名前に、
意図的に「知多半島」と付けてから 30 年になります。30 年間、この地域のなかでいろいろ
なことを考えてきたのですが、やはりもう一度知多半島という「地域」をきちんと見つめ直
さなければ、たとえ元気な知多半島であってもこれからの時代は生き残れない、という危機
感を持っております。そういう意味で、CSVという言葉がやや先行しているかもしれませ
んが、もう一度、企業活動と地域の課題を解決するということを同じ軸上で考えられないか
ということで、3年前から勉強会をさせていただいております。
　しかし、地域課題については、誰がそれをきちんと浮かび上がらせるか。そして、それを
いかに企業とつないでいくか。その役割は誰が担うのだろうか。そのように、いろいろな課
題があると思います。
　ただ、本日の吉田さんの講演をうかがいながら、一つはやはり行政の役割がとても大きい
ということを痛感しました。今までの行政の役割ではない、たぶんつなぎ役としての行政の
役割は非常に大きいと思いました。
　また、鍋嶋さんは、やはり社長の強い思いが非常に大事だということをおっしゃいました。
社長が「右向け」と言っても、なかなか社員の皆さんは右を向かないものですが、どうした
ら右を向くかというノウハウをきっとたくさんお持ちだと思います。そんなことも学びまし
た。
　三輪先生からは、「エシカル」という切り口でのお話をいただきました。うちの学生のな
かにも三輪先生にお世話になっている学生がおりますが、どうしたらエシカル消費の主流が
できるかということが私もすごく気になっています。意識の高い人たちが確かに頑張ってい
るし、名古屋もフェアトレードタウンになりました。ただ、フェアトレードが名古屋のなか
で消費行動のメインストリームになるには、どうしたらいいのか。そこをまた一緒に考えら
れたらな、と思っています。
　短い時間でしたが、中身の濃い討論になったと思います。お三方のおかげであり、参加し
ていただいた皆様のお力添えがあってこそ、と思っています。特に、学生も何人か来てくれ
ましたが、たぶん本日の話にはヒントがたくさんあると思うので、それを持って帰っていた
だきたいと思います。
　知多研としては、これからもいろいろな活動を地域のなかで続けていきたいと思います。
いろいろなかたちでご支援をいただければ幸いに存じます。本日はありがとうございました。
閉 会 挨 拶
日本福祉大学知多半島総合研究所 所長　千頭　聡
